
年 月 日

○

○

○

＜協議会概要＞
1. 第３回水防災意識社会再構築協議会（大淀川上流、大淀川下流、小丸川）

（仮称）第１回大淀川水系水防災意識社会再構築協議会

（仮称）第１回小丸川、一ツ瀬川水系水防災意識社会再構築協議会

※規約改訂前のため、（仮称）としています。

2. 平成29年6月2日（金）13:30～14:30
3. 宮崎河川国道事務所 別館３階会議室 （宮崎市大工2丁目39番地）
4. 取材について：

・協議会は報道関係者を対象に公開します（傍聴・取材可）
・取材を希望される場合は事前に以下の問い合わせ先か、当日受付までお申し込みください。

(問い合わせ先)
国土交通省　九州地方整備局　宮崎河川国道事務所 TEL ０９８５－２４－８２２１(代表)

　　　 TEL ０９８５－２４－８５０５(直通)　　
技術副所長　　　 飯田 茂幸（内線２０４）　
調査第一課長　 西野 公雄（内線３５１）　　

宮崎県　県土整備部 　 河川課　　TEL ０９８５－２６－７１８４(直通)　
主幹　　  　 戸田　正人

主任技師　 矢野　裕貴
砂防課　　TEL ０９８５－２６－７１８７(直通)　　　　　　

主幹　　    松山 重保
技師　　　 吉川 和樹

発表記者クラブ

場 所 ：

宮崎県政記者クラブ

　国土交通省

九州地方整備局　宮崎河川国道事務所／宮崎県　　共同発表

平成 29 5 31

記 者 発 表 資 料

6月2日（金）に第3回水防災意識社会再構築協議会（大淀川上流、大淀川下流、小丸
川）を合同開催します。

会 議 名 ：

日 時 ：

第３回　水防災意識社会再構築協議会を開催
～ハード・ソフト両面での減災に向けた取り組みを進めます～

新たに宮崎県管理区間においても、取組を開始します。

昨年度の８月に策定した「減災に係る取組方針」の実施状況をフォローアップし、情報
の共有を図ります。
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第３回 水防災意識社会再構築協議会 
（大淀川上流、大淀川下流、小丸川） 

（（仮称）第１回 大淀川水系水防災意識社会再構築協議会） 

 (（仮称）第１回 小丸川、一ツ瀬川水系水防災意識社会再構築協議会) 

 

日時：平成 29 年 6 月 2日（金） 

13 時 30 分～14 時 30 分 

場所：宮崎河川国道事務所 

別館 ３階会議室 

 

議事次第（案） 

 

1. 開会 

2. 協議会の経緯と進め方  

3. 議事 

1) 新たな協議会の設立・規約の策定 

2) 取り組み方針フォローアップ【大淀上流、大淀下流、小丸川】 

3) 洪水情報のプッシュ型配信について 

4. その他 

5. 閉会 
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所 属 等

国土交通省 宮崎河川国道事務所 事務所長

気象庁　 宮崎地方気象台 台長

宮崎県　 総務部 危機管理局長兼危機管理課長

            県土整備部 河川課長

都城市 市長

所 属 等

国土交通省 宮崎河川国道事務所 事務所長

気象庁　 宮崎地方気象台 台長

宮崎県　 総務部 危機管理局長兼危機管理課長

            県土整備部 河川課長

宮崎市 市長

国富町 町長

綾町 町長

所 属 等

国土交通省 宮崎河川国道事務所 事務所長

気象庁　 宮崎地方気象台 台長

宮崎県　 総務部 危機管理局長兼危機管理課長

            県土整備部 河川課長

高鍋町 町長

木城町 町長

○アドバイザー 宮崎大学名誉教授

○事務局　宮崎河川国道事務所 調査第一課

機 関 名

水防災意識社会再構築協議会（大淀川上流）　委員名簿

水防災意識社会再構築協議会（大淀川下流）　委員名簿

水防災意識社会再構築協議会（小丸川）　委員名簿

機 関 名

機 関 名
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所 属 等

国土交通省 宮崎河川国道事務所 事務所長

気象庁 宮崎地方気象台 台長

宮崎県 総務部
危機管理局長
兼危機管理課長

県土整備部 河川課長

砂防課長

宮崎土木事務所 所長

都城土木事務所 所長

小林土木事務所 所長

高岡土木事務所 所長

都城市 市長

三股町 町長

小林市 市長

高原町 町長

宮崎市 市長

国富町 町長

綾町 町長

○アドバイザー 宮崎大学名誉教授

○事務局 宮崎河川国道事務所 調査第一課
宮崎県 宮崎土木事務所

都城土木事務所
小林土木事務所
高岡土木事務所

機 関 名

（仮称）大淀川水系水防災意識社会再構築協議会　委員名簿
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所 属 等

国土交通省 宮崎河川国道事務所 事務所長

気象庁 宮崎地方気象台 台長

宮崎県 総務部
危機管理局長
兼危機管理課長

県土整備部 河川課長

砂防課長

西都土木事務所 所長

高鍋土木事務所 所長

高鍋町 町長

木城町 町長

新富町 町長

川南町 町長

都農町 町長

西都市 市長

西米良村 村長

宮崎市 市長

○アドバイザー 宮崎大学名誉教授

○事務局 宮崎河川国道事務所 調査第一課
宮崎県 西都土木事務所

高鍋土木事務所

機 関 名

（仮称）小丸川、一ツ瀬川水系水防災意識社会再構築協議会　委員名簿
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<<協議会の流れ（イメージ）>> 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

水防災意識社会 
再構築協議会 
（小丸川） 

水防災意識社会 
再構築協議会 
（大淀川下流） 

水防災意識社会 
再構築協議会 
（大淀川上流） 

（仮称）小丸川、一
ツ瀬川水系水防災意
識社会再構築協議会 

H28.6.1 
H28.6.2 

H28.5.30 

（仮称）大淀川水系水防災意識社会再構築協議会

県区間の自治体 

＜今回＞H29.6.2 

（仮称）小丸川、一
ツ瀬川水系水防災意
識社会再構築協議会

（仮称）大淀川水系水防災意識社会再構築協議
会 

（仮称）大淀川水系水防災意識社会再構築協議会

H30.5 頃 

県区間取り組み方針決定 

フォローアップほか

（仮称）小丸川、一
ツ瀬川水系水防災意
識社会再構築協議会

H29.12 頃 
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89770366
タイプライターテキスト

89770366
タイプライターテキスト
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⽔防災意識社会再構築協議会の検討経緯

平成27年12⽉11⽇ ⽔防災意識社会再構築ビジョンの策定
（国⼟交通省 ⽔管理・国⼟保全局）

平成28年5⽉30⽇ 第1回 ⽔防災意識社会再構築協議会（⼩丸川）

平成28年6⽉1⽇ 第1回 ⽔防災意識社会再構築協議会（⼤淀川下流）

平成28年6⽉2⽇ 第1回 ⽔防災意識社会再構築協議会（⼤淀川上流）

・平成17年台⾵第14号災害を契機になされた提⾔「⽔害に強い地域づくりのあ
り⽅について」を基に取組状況と課題を整理し、新たな減災に係わる取組⽅針
をまとめることを確認した。

・現状での⽔害リスクや提⾔を踏まえた減災の取組状況について確認した。
・本協議会においてとりまとめる「減災の取組⽅針」の⽬標を決定した。

平成28年8⽉4⽇ 第1回 ⽔防災意識社会再構築幹事会（合同開催）
・提言を踏まえた減災の取組状況と課題について、各機関からの情報により作成
した資料で確認した。

・次回協議会にて策定する「減災に係る取組方針」に記載する内容の骨子及び
「概ね5年で実施する具体的取組」について確認した。

・幹事会結果を基に取組方針（案）を作成し、各機関で確認後、次回協議会に提
案することで了承された。

平成28年8⽉31⽇ 第2回 ⽔防災意識社会再構築協議会（合同開催）

・減災に係る取組⽅針の策定

平成29年5⽉26⽇ 第2回 ⽔防災意識社会再構築幹事会（合同開催）

・「減災に係る取組⽅針」実施状況をフォローアップ

参考資料－３
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http://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shaseishin/kasenbunkakai/shouiinkai/daikibohanran/index.html 
 

 

 
   

1    [ :35313]  
   [ :35333] 

03 5253 8443 
2    [ :35372] 

03 5253 8445 
 03 5253 8111 
FAX      03 5253 1602 
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水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン

関
東
・
東
北
豪
雨
を
踏
ま
え
、
新
た
に
「
水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
、
全
て
の
直
轄
河
川
と
そ
の
沿
川
市
町
村

（
10

9水
系
、

73
0市
町
村
）
に
お
い
て
、
平
成

32
年
度
目
途
に
水
防
災
意
識
社
会
を
再
構
築
す
る
取
組
を
行
う
。

＜
ソ
フ
ト
対
策
＞
・
住
民
が
自
ら
リ
ス
ク
を
察
知
し
主
体
的
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
「
住
民
目
線
の
ソ
フ
ト
対
策
」

へ
転
換
し
、
平
成

28
年
出
水
期
ま
で
を
目
途
に
重
点
的
に
実
施
。

＜
ハ
ー
ド
対
策
＞
・
「
洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め
の
ハ
ー
ド
対
策
」
に
加
え
、
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
に
も
被
害
を
軽
減
す
る

「
危
機
管
理
型
ハ
ー
ド
対
策
」
を
導
入
し
、
平
成

32
年
度
を
目
途
に
実
施
。

排
水
門

主
な
対
策

各
地
域
に
お
い
て
、
河
川
管
理
者
・都
道
府
県
・市
町
村
等
か
ら
な
る
協
議
会
等
を
新
た
に
設
置
し
て

減
災
の
た
め
の
目
標
を
共
有
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
的
・計
画
的
に
推
進
す
る
。

A
市

B
市

C
町

D
市

対
策
済
み
の
堤
防

氾
濫
ブ
ロ
ッ
ク

家
屋
倒
壊
等
氾
濫
想
定
区
域
※

＜
危
機
管
理
型
ハ
ー
ド
対
策
＞

＜
危
機
管
理
型
ハ
ー
ド
対
策
＞

○
越
水
等
が
発
生
し
た
場
合
で
も
決
壊
ま
で
の
時

間
を
少
し
で
も
引
き
延
ば
す
よ
う
堤
防
構
造
を

工
夫
す
る
対
策
の
推
進

い
わ
ゆ
る
粘
り
強
い
構
造
の
堤
防
の
整
備

天
端
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
が
、

越
水
に
よ
る
侵
食
か
ら
堤
体
を
保
護

（
鳴
瀬
川
水
系
吉
田
川
、

平
成

27
年

9月
関
東
・
東
北
豪
雨
）

＜
被
害
軽
減
を
図
る
た
め
の
堤
防
構
造
の
工
夫
（対
策
例
）
＞

＜
住
民
目
線
の
ソ
フ
ト
対
策
＞

○
住
民
等
の
行
動
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク

情
報
の
周
知

・
立
ち
退
き
避
難
が
必
要
な
家
屋
倒
壊
等
氾

濫
想
定
区
域
等
の
公
表

・
住
民
の
と
る
べ
き
行
動
を
分
か
り
や
す
く
示

し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
改
良

・
不
動
産
関
連
事
業
者
へ
の
説
明
会
の
開
催

○
事
前
の
行
動
計
画
作
成
、
訓
練
の

促
進

・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定

○
避
難
行
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
提
供

・
水
位
計
や
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置

・
ス
マ
ホ
等
に
よ
る
プ
ッ
シ
ュ
型
の
洪
水
予
報

等
の
提
供

＜
洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め
の
ハ
ー
ド
対
策
＞

○
優
先
的
に
整
備
が
必
要
な
区
間
に
お
い
て
、

堤
防
の
か
さ
上
げ
や
浸
透
対
策
な
ど
を
実
施

横
断
図

※
家
屋
の
倒
壊
・
流
失
を
も
た
ら
す
よ
う
な
堤
防
決
壊

に
伴
う
激
し
い
氾
濫
流
や
河
岸
侵
食
が
発
生
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
区
域
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